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anti-cytokeratin15 (C8/144B クローン )を用いて免疫組織化学染色を行なった。 
 計測の結果、AGA 症例において皮脂腺の面積は増大が認められた。ただ
し、個々の皮脂腺の面積の大きさは変化しておらず、１毛包単位あたりの皮脂腺
が多分葉化という形状の変化を伴って面積を増やしていることが示唆された。免
疫組織化学染色では、幹細胞は AGA 患者でも認識されるが、病変が皮脂腺領域
にまで及ぶ場合不明瞭となった。  
 AGA 症例においては、皮脂腺の増大、多分葉化といった現象が見られる
が、一方で毛包幹細胞には変化が見られないことが多い。こうしたことが AGA
の病因の一部にも関係しているのかもしれない。  
